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災害に備えて

学
生
の
皆
さ
ん

　

災
害
に
備
え
て
！

　

大
洲
市
と
四
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
リ
ン
グ
株
式
会
社
は
２
月
17
日
、

災
害
時
に
お
け
る
救
援
物
資
提
供
に

関
す
る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

市
内
で
震
度
５
弱
以
上
の
地
震
、

ま
た
は
、
同
等
以
上
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
大
洲
市
災
害
対
策
本
部

が
四
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

に
救
援
物
資
の
要
請
を
行
う
と
、
地

域
貢
献
型
自
動
販
売
機
が
遠
隔
操
作

さ
れ
、
製
品
が
無
償
で
提
供
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
こ
の
自
動
販
売
機
は
大
洲

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
は
市
内
の
避
難
所

へ
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

▲市役所ロビーに設置

　

２
月
19
日
、
長
浜
町
櫛
生
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
「
人
権
を
考
え
る
仲
間
の
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

櫛
生
小
学
校
児
童
に
よ
る
人
権
啓
発

作
品
の
発
表
や
展
示
の
後
、
藤
原
真
澄

先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、〝
人
権
・
同

和
教
育
は
家
庭
か
ら
〞
と
題
し
て
講
演

会
が
あ
り
、
同
和
教
育
の
現
状
と
課
題
、

差
別
の
実
態
、
又
家
庭
に
お
け
る
子
育

て
の
見
直
し
等
の
講
話
に
参
加
者
は
、

差
別
を
な
く
す
る
た
め
、
自
分
や
家
庭

が
今
ど
う
す
べ
き
か
を
再
確
認
を
し
て

い
ま
し
た
。

４
月
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
学
生
納
付

特
例
制
度
の
申
請
を
忘
れ
ず
に
！

　

学
生
の
皆
さ
ん
は
一
般
的
に
収
入

が
な
い
等
の
理
由
で
保
険
料
を
納
め

る
の
が
難
し
い
た
め
、
学
生
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
在

学
期
間
中
の
保
険
料
を
後
払
い
で
き

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
る

と
、
そ
の
期
間
中
の
障
害
等
と
い
っ

た
不
慮
の
事
態
に
は
、
障
害
基
礎
年

金
等
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
対
象
と
な
る
学
生

　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、
高
校
、

専
門
学
校
、
各
種
学※

１校
等
に
在
学
す

る
20
歳
以
上
の
学※

２生
等
で
あ
っ
て
、

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額

以
下
で
あ
る
方
。

　

※ 

１　

 

各
種
学
校
の
対
象
は
、
学

校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
る

各
種
学
校
（
修
業
年
限
が

１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）

と
な
り
ま
す
。

　

※ 

２　

 

夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通

信
制
課
程
の
方
も
含
ま
れ

ま
す
。

◇
申
請
の
手
続
き
は
、
住
民
票
を
登

録
し
て
あ
る
、
市
区
町
村
の
国
民
年

金
係
の
窓
口
ヘ
。

　

年
金
手
帳
・
印
鑑
及
び
学
生
証
等

学
生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も

の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

◇
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
将
来
受

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
期
間

に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
に

は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
学
生
納
付
特

例
期
間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
を
10

年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。（
た
だ
し
、
２
年
を
過
ぎ

る
と
、
経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
保

険
料
に
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
市
民
課
市
民
第
１
係　

　

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
１
１
２
）

　

長
浜
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
52
１
１
１
１

　

肱
川
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
34
２
３
１
１

　

河
辺
支
所
市
民
福
祉
課

　

☎
39
２
１
１
１

み ん な 平 等
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受賞のお知らせ

大洲城、日本名城100選
　

日
本
城
郭
協
会
は
、
平
成
19
年

度
に
財
団
法
人
40
周
年
を
迎
え
る

記
念
事
業
と
し
て
、
日
本
各
地
に

残
る
城
郭
の
中
か
ら
名
城
１
０
０

を
選
び
、
そ
の
ひ
と
つ
に
大
洲
城

が
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

選
定
対
象
と
な
っ
た
城
郭
は
、

立
地
・
縄
張
・
普
請
・
作
事
な
ど

の
要
素
が
保
存
や
復
元
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
歴
史
的
な
事
件
の
舞
台

と
し
て
面
影
を
残
し
て
い
る
こ

と
、
弥
生
時
代
か
ら
近
世
ま
で
の

城
郭
発
達
史
と
地
域
的
特
色
を
代

表
す
る
こ
と
な
ど
の
要
素
か
ら
総

合
的
に
判
断
さ
れ
、
認
定
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
名
城
は
、
地
域
の
歴

史
的
な
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、
日
本

を
代
表
す
る
文
化
財
で
あ
る
こ
と

か
ら
今
後
と
も
、
一
層
の
親
し
み

と
活
用
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｅ
Ｈ
Ｉ
Ｍ

Ｅ
（
愛
媛
朝
日
テ
レ
ビ
主
催
）
の
審

査
会
が
２
月
５
日
、
松
山
市
上
野
町

の
愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
風
景
や
名

物
な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
地
域

の
魅
力
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
愛
媛
県
内
の
20
の
市
や
町
か
ら

30
秒
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
35
作
品
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
洲
市
か
ら
は
「
ド
ラ
マ
・
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
・
な
ん
よ
」
が
制
作
し
た

「
の
ん
び
り
来
ん
か
な
大
洲
の
町
へ
」

の
１
作
品
を
応
募
し
て
い
ま
し
た

が
、
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
努
力
が

実
を
結
び
見
事
、
大
賞
に
輝
き
ま
し

た
。

　

コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
の
天
野
祐
吉
さ
ん

（
審
査
委
員
長
）
か
ら
は
「
ど
の
作

品
も
ふ
る
さ
と
を
思
う
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
大
賞
を
獲
得
し
た
作

品
を
は
じ
め
、
愛
媛
県
内
の
作
品
の

レ
ベ
ル
は
高
い
」
と
講
評
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
大
洲
市
の
作
品
は
、
愛

媛
朝
日
テ
レ
ビ
で
年
間
２
０
０
回
、

長
崎
県
と
大
分
県
で
も
25
回
ず
つ
放

送
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 ▲２月21日、出演者らが大森市長へ受賞報告

の
ん
び
り
来
ん
か
な　

大
洲
の
町
へ

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
受
賞

▲２月５日、大賞を獲得
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財政状況

60

100

120

140以上

①財政力

②財政構造の弾力性

③公債費負担の健全度

④定員管理の適正度

⑤給与水準の適正度
　（国との比較）

⑥将来負担の健全度

類似団体平均

大洲市
※類似団体平均を100とした
　ときの比率で表した。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を88のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。

60

100

120

140以上

8080

40以下40以下

大洲市と類似団体との財政比較分析

　市では、市民の皆さんのご理解とご協力を得ながら一層の財政の健全化を推進していくために、財政状況につ

いて積極的に情報を開示するよう努めています。

　今号では、平成16年度の大洲市の決算状況について大洲市に人口や産業構造等が類似した全国の市町村（類似
団体）との財政比較分析を行いましたので、その内容について紹介します。

分析欄
①財政力＝財政力指数

　市内に中心となる産業がないことなどにより財政基盤

が弱く、類似団体平均を大きく下回っています。

②財政構造の弾力性＝経常収支比率

　義務的経費である扶助費と公債費の増加のため、経常

収支比率は類似団体平均よりも高くなっています。今後

は、扶助費、公債費の抑制はもちろん、人件費の削減、

補助・負担金や委託料の削減等経常的な支出の見直しを

行い、財政の健全化を図ります。

③公債費負担の健全度＝起債制限比率

　近年の景気低迷による影響で市税・地方交付税等の歳

入が年々減少している一方、過去の市債発行による影響

で公債費が年々増加しており、起債制限比率は類似団体

平均9.9％を3.5％ポイント上回り、13.4％となっていま
す。平成17年度には14％を超える見込みであることから、
平成17年７月に公債費負担適正化計画を策定しました。
今後も、市債の新規発行の抑制に努め、平成23年度には
13％以下に抑えます。
④定員管理の適正度＝人口1,000人当たり職員数

 平成17年１月に４市町村が合併し新大洲市となったた
め、人口1,000人当たりの職員数は類似団体平均を上回っ

ており、職員数の削減は緊急の課題です。今後は、定員

適正化計画に基づく定年退職者の不補充などにより、今

後５年間で職員数を5.1％以上（45人以上）削減します。
⑤給与水準の適正度＝ラスパイレス指数

　職員１人当たりの給与は類似団体と比較して極めて低

い水準にあります。これまで適正な人事給与制度を運用

した結果であると考えますが、厳しい財政状況のため平

成18年度からは管理職手当、特殊勤務手当の見直しを行
い、より一層の人件費削減を図ります。

⑥将来負担の健全度＝人口１人当たり地方債現在高

　過去の市債発行による影響で人口１人当たりの市債残

高は、類似団体平均を大きく上回っています。今後は、

公債費負担適正化計画に基づき市債の新規発行額を年30
億円程度に抑制し、市債残高を減少させます。

まとめ
　このように、大洲市の財政状況は、大洲市と同程度の

市町村と比較して非常に厳しく、一層の行財政改革の推

進が求められています。今後も合併による合理化や効率

化を最大限発揮させ、健全な財政構造を確立できるよう

努めてまいりますので、市民の皆さんのご理解

とご協力をお願いします。

（平成16年度決算）

　職員１人当たりの給与は、国家公務

員を100としたとき、91.1と極めて低
い水準にあります。

　本表は、財政の健全化を示す指標で

あることから、類似団体平均96.1より
も給与が低いことを意味しています。
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財政状況

①財政力

財政力指数［0.34］

類似団体内順位

[ 45/50 ]

全国市町村平均

0.47
愛媛県市町村平均

0.39
0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

0.25

1.18

0.57

類似団体内最大値

類似団体内最小値

類似団体内平均値

0.34

大洲市の比率

②財政構造の弾力性

経常収支比率［91.7％］

類似団体内順位

[ 35/50 ]

全国市町村平均

90.5
愛媛県市町村平均

86.4

(%)

110.0

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

104.0

70.1

88.7
91.7

③公債費負担の健全度

起債制限比率［13.4％］

類似団体内順位
[ 46/50 ]

全国市町村平均

11.2
愛媛県市町村平均

10.1

(%)

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

△ 5.0

17.6

1.0

9.9

13.4

⑥将来負担の健全度

人口１人当たり地方債現在高［714,461円］

類似団体内順位

[ 45/50 ]

全国市町村平均

466,109
愛媛県市町村平均

485,983

(円)

1,500,000

1,000,000

500,000

0

1,233,437

188,883

395,397

714,461

⑤給与水準の適正度（国との比較）

ラスパイレス指数［91.1］

類似団体内順位

[ 5/50 ]

全国市平均

97.6
全国町村平均

93.7
105.0

100.0

95.0

90.0

85.0

80.0

75.0

101.2

82.4

96.1

91.1

④定員管理の適正度

人口1,000人当たり職員数［12.62人］

類似団体内順位
[ 44/50 ]

全国市町村平均

8.12
愛媛県市町村平均

8.80

(人)

16.00

14.00

12.00

10.00

8.00

6.00

4.00

14.81

6.23

8.48

12.62
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